
融雪材散布する意味あるの?

融雪促進の意義
◎しかし、雪解けを早くするメリットは

◆秋まき小麦
　雪腐病の被害軽減
　生育の促進

乾田化

地温上昇
乾土効果
地耐力向上

初期生育の
向上

◆春まき小麦
　早期は種
　赤かび病の発生軽減

北海道・道総研農業研究本部・ホクレン・北集・北海道米麦改良協会

（可能な限り）
雪上心土破砕で排水促進
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平均気温－３℃以上になったら、
融雪材散布
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昨年の大雨で明渠が
詰まっていたら清掃

溝掘り・排水口確保で
表面停滞水の排水

0106：修正■2017融雪促進_A3片面

ケイカル等

ケイ酸、石灰の補給

水  田
防散
炭カル等

畑  作

メリット

あります
！

近年、融雪の早い年が多い。
9カ年中、平年より融雪が
早い年は6カ年（確率1/3）
※札幌管区気象台の根雪終日による

水 田 畑
春作業の
ゆとりも

積雪
50～60㎝が
施工の目安
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ホームページでもご覧になれます

http://www.beibaku.net/


